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お問合わせ】青葉区役所地域振興課 文化・コミュニティ係

TEL：045-978-2296 FAX：045-978-2413 Mail：ao-bunkomi@city.yokohama.jp

詳細はこちら

問合せ先
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！ 青葉区民必見！待望の新作が登場！青葉区民必見！待望の新作が登場！

よこはま青葉の歴史を歩く
～７つの探訪コース～

よこはま青葉の歴史を歩く
～７つの探訪コース～

青葉の歴史・魅力がギュッと詰まった
本を片手に、まち歩きをしませんか。
青葉の歴史・魅力がギュッと詰まった
本を片手に、まち歩きをしませんか。

青葉区内の寺社や史跡等を巡る、
歴史のガイドブックを発売します！
青葉区内の寺社や史跡等を巡る、
歴史のガイドブックを発売します！
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発売開始

農
業
地
域
の
景
観
保
全
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
横
浜
市
の
制
度
で
あ
る「
横
浜
ふ
る
さ
と
村
」

に
、昭
和
58年（
1983）に

指
定
さ
れ
、市
民
が
自
然

と
農
業
に
親
し
む
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。同
年
に

「
市
民
の
森
」と
し
て「
寺
家
ふ
る
さ
と
の
森
」が
整
備

さ
れ
、昭
和
62年（
1987）に

は「
四
季
の
家
」が
開
館

し
た
。「
四
季
の
家
」は
、寺
家
ふ
る
さ
と
村
の
総
合

案
内
所
と
し
て
、寺
家
の
自
然
、農
業
、農
村
文
化
の

展
示
紹
介
や
、天
然
記
念
物
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
飼

育
展
示
を
行
っ
て
い
る
。な
お
、ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は

絶
滅
危
惧
種
で
、昭
和
51年（
1976）に

都
筑
区
の
権

田
池
で
生
息
が
確
認
さ
れ
、県
淡
水
魚
増
殖
試
験
場

に
て
稚
魚
の
飼
育
に
成
功
し
た
。か
つ
て
寺
家
に
も
、

多
く
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
が
生
息
し
て
い
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。「
四
季
の
家
」で
は
自
然
観
察
会
や
工
作

教
室
、み
そ
造
り
な
ど
多
種
多
様
な
教
室
も
開
催
さ

れ
て
お
り
、寺
家
ふ
る
さ
と
村
を
訪
れ
る
人
々
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

⑪山やま田 だ
谷 や
戸 と
（
寺
家
町
）

山
田
谷
戸
　
寺
家
ふ
る
さ
と
村
四
季
の
家
提
供

寺
家
ふ
る
さ
と
村
の
中
心
に
位
置
し
、東
か
ら
西

に
伸
び
る
谷
戸
。寺
家
ふ
る
さ
と
村
に
は
山
田
谷
戸
、

熊
野
谷
戸
、居 い
谷 や
戸 と
の
３
つ
の
谷
戸
が
あ
る
が
、山

田
谷
戸
は
そ
の
中
で
最
も
長
い
。『
風
土
記
稿
』の
寺

家
村
の
項
に
も「
山
田
谷
」の
小
名
が
み
え
、少
な
く

と
も
江
戸
時
代
か
ら
続
く
地
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る（
な
お
同
書
に
は
他
に「
熊
野
谷
」＝
現
在
の
熊
野

谷
戸
、「
彌
二
郎
谷
」の
小 こ
名 な
が
あ
る
）。山
田
谷
戸
の

奥
に
は
大
池（⑬
も
併
せ
て
参
照
）が
あ
り
、谷
戸
の

南
側
に
沿
っ
て
寺
家
川
が
流
れ
、鶴
見
川
に
そ
そ
ぐ
。

山
田
谷
戸
の
奥
に
向
か
っ
て
広
が
る
、丘
に
挟
ま
れ

た
谷
戸
田
の
四
季
折
々
の
風
景
は
、寺
家
を
代
表
す

る
里
山
の
景
観
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑫熊くま野 の
神じん社じゃ（
寺
家
町
880）

寺
家
ふ
る

さ
と
村
の
熊

野
谷
戸
に
鎮

座
す
る
。創

建
年
代
は
不

詳
。『
風
土
記

稿
』に「
石
階

二
十
間（
約

36m）許
を

登
り
て
社
を

立
」と
あ
る
。現
在
で
も
拝
殿
は
、石
段
を
登
っ
た
高

台
に
建
ち
、境
内
か
ら
熊
野
谷
戸
の
谷
戸
田
を
見
下

ろ
せ
る
。当
地
で
は
古
来「
御
熊
様（
お
く
ま
さ
ま
）」

と
言
わ
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
。祭
神
は
伊 い
弉 ざ
諾なぎの
命みこと
、伊 い

弉 ざ
冉なみの
命みこと
、大おお
日 ひ
霊るめ
貴むちの
命みこと
。慶
応
３
年（
1867）に

再
建

さ
れ
た
社
殿
が
増
築
・
改
築
を
経
て
近
年
ま
で
伝
え

ら
れ
て
い
た
が
、平
成
13年（
2001）に

火
災
に
よ
り
全

焼
、同
14年
に
現
在
の
社
殿
が
完
成
し
た
と
い
う
。

⑬熊くま野 の
池いけ（
寺
家
町
848…
釣
り
堀
の
住
所
）

寺
家
ふ
る
さ
と
村

に
は
、大
池
、む
じ
な

池
、新
池
、熊
野
池
、

居
谷
戸
池
の
５
つ
の

溜
池
が
あ
り
、農
業

用
水
と
し
て
現
在
も

一
部
利
用
さ
れ
て
い

る
。大
池
、む
じ
な

池
、新
池
は
山
田
谷
戸
、居
谷
戸
池
は
居
谷
戸
に
あ

り
、熊
野
池
は
熊
野
谷
戸
の
奥
に
位
置
す
る
。『
風
土

記
稿
』に
も
、溜
池
の
う
ち
1つ
は「
小
名
熊
野
谷
戸
に

あ
り
て
１
段（
約
991.7㎡

）許
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
熊
野
池
以
外
の
溜
池
は
立
入
禁
止
と
な
っ
て
い

る
が
、熊
野
池
は
釣
堀
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ちょっと寄り道

・
鉄
小
学
校
郷
土
資
料
館（
鉄
町
427）

・
南
慶
院（
鴨
志
田
町
755）

※
御
朱
印
の
対
応
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

（
小
林
　
紀
子
）

熊
野
池
　
2023年

郷
土
史
の
会
撮
影

熊
野
神
社
　
2023年

事
務
局
撮
影
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（1816）９月に建立さ

れたことが左側面の

年記からわかる。正

面には青面金剛像、

その下部に見ざる・

言わざる・聞かざる

の三猿が配され、台

座前面に「庚申講中」

と彫られている。ま

た、右側面
に
は「
西　

大山道」、左側面には「東　江戸ミち」との文字

が見えるため、この塔は庚申塔であると同時

に道標の役割を持っており、かつてはいずれ

かの路傍に建っていたことがうかがえる。甲

神社の境内地にはこの他にも、かつて村内各

所に点在したと思われる石造物が集められて

おり、うち何点かを紹介しておく。

・庚申塔：正面に青面金剛像・三猿が配され

る。右側面に建立年「享保十乙きのと巳み十一月吉日」

（享保10年（1725）11月）、村名「武州小机領鴨志

田村」などが刻まれる。

・地じ神じん塔とう：文政10年（1827）10月建立。左側面

に「左り　大山　ながつた道」とあり、道標の

役割も果たしていたことがわかる。

❾鴨かも志し田だ第だい二に公こう園えん（鴨志田町530）

⑩寺じ家けふるさと村むら四し季きの家いえ（寺家町414）

寺家ふるさと村四季の家　寺家ふるさと村四季の家提供

寺家ふるさと村は、東京都町田市と川崎市

に隣接する青葉区の北側に位置し、昔ながら

の農村風景を色濃く残す里山である。丘の間

に入り込んだ幾筋もの谷戸に、「谷や戸と田だ」と称

される水田が広がり、５つの溜池や寺家川、雑

木林などを擁する。良好な田園景観を有する

境内地後方続きに土手が数丁あり、この地を

「腰巻」といい、数種の石器が出土し、往古の城

跡だったとの古老の伝承が紹介されている。

祭神は日やまとたけるのみこと
本武尊。鴨志田町の産うぶ土すな神がみとして信

仰されている。

参道脇には、文政10年（1827）の年記がある

地じ神じん塔とうや、後述する溜池完成記念碑、庚こう申しん塔な

ど、近隣より移設された石造物がたちならぶ。

・溜ため池いけ完かん成せい記き念ねん碑ひ

金久保の溜池の改修

を記念して建てられた

碑。「金久保」は江戸時

代にもみられる地名で、

『風土記稿』では鴨志田

村の西北の間に位置し

たと記される。碑の前

面には溜池の改修の経

緯が記されており、要

約すると以下のように

なる。金久保の溜池は古来より荒廃したまま

放置されており、干ばつによる水田の被害が

小さくなかった。太平洋戦争が勃発し、食料

増産が急務であることから実行組合が溜池の

改修を決起し、区民の協力や県・市の助成を

得、かつ鉄国民学校の児童の勤労奉仕によっ

て昭和19年（1944）５月に竣工した。

【参考：碑文】

記念碑金久保溜池ハ古来ヨリ荒廃ノ侭まま放置セラレシ

為ため関係水田ノ旱魃ニ依ル被害少ナカラズ大東

亜戦争勃発スルヤ実行組合ハ食糧増ノ急ナル

ヲ痛感敢然之こレガ改修ニ蹶けっ起きシ区民ノ一致協

力ト県市ノ助成ヲ得且ツ鉄国民学校児童ノ勤

労奉仕ニ依リ昭和十九年五月竣工ス

・庚こう申しん塔とう（道どう標
ひょう

）

庚申待を行う仲間である庚申講中によって

建立された塔。庚申塔は、庚申講の本尊であ

る青
しょう

面めん金こん剛ごう像を彫ったものがよく見られるが、

文字だけのものや、地蔵菩薩像などを彫った

ものなどもある。写真の庚申塔は、文化13年

溜池完成記念碑　

2023年事務局撮影 庚申塔（道標）　2023年事務局撮影
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④伝
でん

鎌
かま

倉
くら

古こ道
どう
（鉄町1786付近）

宗英寺 の 北
側、鉄町と川崎
市麻生区早野と
の市境を、北東
から南西へと通
る細い尾根道。
北東に進むとす
すき野団地方面
に出る。各地か

ら鎌倉へと至る鎌倉道の一つだったと伝えら

れている（参照２ページ）。

⑤鉄
てっ

火か松
まつ

の跡
あと

碑ひ（川崎市麻生区早野765付近）
伝鎌倉古道の、早

野（川崎市麻生区）と

の境に建つ。かつて

この場所に「鉄火松」

と呼ばれる松の大木

があった。言い伝え

では、鉄村と早野村

の間で境界争論があ

り、双方が焼いた鉄棒を握る「鉄火の法」にて

決着をつけたことが「鉄火松」の名の由来だと

いう。鉄火松は昭和22年（1947）１月４日に枯

れたために伐採され、昭和45年（1970）、その跡

地に早野老人クラブ（早野春秋会）が碑を建立

した。⑥五ごか村
そん

用
よう

水
すい

痕
こん

跡
せき
（川崎市麻生区早野610付近）

五か村用水痕跡　2023年郷土史の会撮影

五か村用水は、六郷用水や二ヶ領用水を開

発したことで知られる小泉次じ太だ夫
ゆう

によって、

江戸時代初期に開削された用水である。鶴見

川（谷本川）の水を下麻生村（川崎市麻生区）か

伝鎌倉古道　2023年事務局撮影

鉄火松の跡碑　2023年筆者撮影

らひき、早野村（同）を経て上鉄村・中鉄村・

下鉄村・大場村・市ケ尾村（すべて青葉区）の

５か村を潤し、市ケ尾村と川和村（都筑区）の

境で鶴見川へ放水した。全長約６km、水路の

幅は５～７尺（約150～210cm）だったという。

流路はほぼ現在の県道横浜上麻生線に沿って

いるという。谷本川の河こ内
うち

橋のたもとには五

か村用水ゆかりの石碑と設備がある。手前の

建物は、川の水を汲み上げ用水路に流すため

の揚
よう

水
すい

設備で、その奥に石碑が２基建つ。右

は「押
おし

切
きり

堰
ぜき

改修記念碑」。現在地より少し北に

あった「押切堰」が昭和23年（1948）秋に出水で

破壊、翌24年に鉄筋コンクリートで改造され

たことを記念し、同25年に建立された。左は「元

堰碑」。もとは上流の水車橋付近にあった。そ

こからさらに３丁ほど（約327ｍ）上流にあっ

た堰が大正12年（1923）の関東大震災で崩壊、

昭和５年（1930）に水車橋付近に新堰が作られ

たことを記念し、同10年に建立された。

※私有地につき、立ち入らずに路上から遠望

ください。⑦鴨
かも

志し田だ橋
ばし
（鴨志田町58）

谷本川（鶴見川）を渡る橋。この橋を境に東

が鉄町、西が鴨志田町となる。

⑧甲
かぶと

神
じん

社
じゃ
（鴨志田町296）

甲神社　2023年事務局撮影
創建年代は不詳だが、戦国時代とも伝えら

れる。『風土記稿』では「甲明神社」と記され、

鴨志田村の字「臺
だい

」の、畑が続く平地にあり、境

内地は１段５歩（約1007㎡）、木製の鳥居が建

ち、社殿は１間半×２間（約2.7m×3.6m）。ご

神体は１尺８寸（約54.5cm）ばかりの石剣に

似た石であるという。『神奈川県神社誌』では、
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患部にあてたりご飯をよそって食べさせたりすることで病が治ると信じられていた。病が治ったら借りた杓子に新しいものを加えて２本にして返したという。横

浜市域には15か所をこえる「オシャモジサマ」

が確認されているが、この「小ヶ谷戸のお社守

様」に奉納された杓子の数は群を抜いて多い。

残された棟
むな

札
ふだ

によれば、祠は遅くとも文化４

年（1807）には造立され、幾度かの再建を経て

現在に至っている。なお敷地内には明治15年

（1882）の銘が刻まれた手
ちょう

水
ず

鉢
ばち

があるが、前年

の明治14年に再建された際のものであろうか。

※道路に面しておらず、途中農道を通るため、

見学の際には畑や雑木林などの私有地には、

立ち入らないでください。
・奉

ほう

納
のう

杓
しゃく

子
し

「小ヶ谷戸のお社守様」には1,100本を超える杓子が奉納されている。横浜市歴史博物館による調査の結果、杓子には現在

の鉄町である「鉄村」のほか、石川村（青葉区）

や麻生村、早野村、王禅寺村（川崎市麻生区）、

鶴川村（町田市）など、社から４km圏内の地

名が多く記され、近隣地域を中心に信仰が広

まっていたことがわかった。また祈願内容は

「百日咳消除」「わる風が入るべからず」など百

日咳に関係するものが多いが、「合格祈願」「大

願成就」など、病気除け以外の信仰の側面も見

られる。杓子の生産地は宮島（広島県）が多く

を占めている。なおこの杓子は「オシャモジ

サマ（奉納杓子）」として、令和３年（2021）度に

横浜市の有形民俗文化財に指定された。

奉納杓子　横浜市歴史博物館提供

もたらしたと伝わる。大正から戦前～戦中に

かけて幾度か中断されたが、昭和33年（1958）

の横浜開港100年祭への参加を機に復活した。

もとは盆の８月15日に行われていたが、現在

では10月の鉄神社の秋季大祭で奉納されてい

る。構成は獅子頭三人（雄
お

獅
じ

子
し

２、雌
め

獅
じ

子
し

１）、

露払い（天狗面）・蝿追い（ひょっとこ面）各１

人、花籠・金棒曳・法螺貝各２人、笛・ササラ

引き・唄い手各４人の総員20余名になるとい

う。平成13年（2001）、神奈川県無形民俗文化

財に指定された。❷桐
とう

蔭
いん

学
がく

園
えん

アカデミウム（鉄町1614）

桐蔭学園アカデミウム　2023年郷土史の会撮影
桐蔭学園の敷地内（バスロータリー前）にあ

る、神殿風の建物。桐蔭学園創立35周年記念

事業として建設された。昭和５年（1930）、震

災復興事業で日本大通りに創建された横浜地

方裁判所の陪審法廷が、館内に移築復元され

ている。※陪審法廷は一般公開していません。

③小
こ げ ー とヶ谷戸のお社

しゃ

守
もじ

様
さま
（鉄町1696）

出産や育児に関する民間信仰の一つであ

る「オシャモジサマ」は、おもに小児の百日咳

や悪病除けとして信仰されてきた。「オシャ

モジサマ」の祠に奉納されている杓子を借り、

鉄の獅子舞鉄古典獅子舞保存会提供

小ヶ谷戸のお社守様　
2023年事務局撮影
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鶴見川（谷本川）の用水とため池コース①鉄
くろがね

神
じん

社
じゃ

（鉄町1553）

鉄神社　2023年筆者撮影

バス停「桐蔭学園入口」からのびる参道脇に「鐵神社」と記す石造物が、その先のバスロータリー付近に鳥居が建ち、奥に社殿が鎮座する。創建時期は不詳であるが、天
てん

文
ぶん

年間（1532～1555）とも伝えられている。江戸時代は中鉄村に属し、「青木明神杉山明神」と称して、上鉄・中鉄・下鉄の３村の鎮守だった。『風土記稿』によれば、社地３段（約2975㎡）ばかりで、５間×２間半（約９m×4.5m）の南向きの「覆
おおい屋

や

」（社殿）があったという。『中里郷土史』によれば、上・中・下鉄村が明治５年（1872）頃に合併して鉄村となり、同６年に神社名も「鉄神社」と改称されたという。『神奈川県神社誌』によれば、かつて本殿は２殿だったが、昭和４年（1929）に改築、本殿１殿とし、相
あい

殿
でん

に祀ったという。昭和38年（1963）、神社境内地に桐蔭学園が建設された（翌年、高等学校第１期生入学）。祭神は伊
いざなぎのみこと弉那岐尊、五

いそたけるのみこと十猛命、菅
すがわらの
原大

おおかみ

神（菅原道真。筆塚の項も参照）。・かさ守
もり

稲
いな

荷
り

鉄神社拝殿に向かって右側に鎮座する。かさもり（笠森、瘡守など）稲荷は、瘡
かさ

（疱
ほう

瘡
そう

＝天然痘）除けの神として、江戸時代以来各地で信仰を集めた。当所のかさ守稲荷は、鉄町の臼井太郎吉が、娘ワカの病を稲荷に願い、回復したことを受け

かさ守稲荷2023年事務局撮影

て明治38年（1905）に建立したと伝わる。・山
やま

倉
くら

山
さん

第
だい

六
ろく

天
てん

王
のう

尊
そん

か さ 守稲荷 と な らんで鎮座する。祭神は素
すさのおのみこと戔嗚尊で、疫病除けや山の守護神として信仰される。近郊の有志が明治24年（1891）に講（信仰のグループ）を作り、山倉山観福寺（千葉県香取市）から第六天王尊を勧請したという。もとは児

こ

松
まつ

下
した

という地区にあったが、嶮
けん

山
ざん

地区宅地造成に伴い、昭和46年（1971）に東京急行電鉄会社により当地に移転した。明治32年（1899）に講社中が奉納した手水鉢がある。・筆
ふで

塚
づか

鉄神社本殿に向かって左側に建つ石碑。表面には「くろかね　天満宮　筆塚」と記される。裏面に記された「鐵天満宮の由来」によれば、かつて上鉄村に、江戸時代初期創建と伝えられ、天保14年（1843）に再建された天満宮があったという。昭和38年（1963）、桐蔭学園の建設に伴い、この天満宮が鉄神社の境内に移転し、さらに同48年（1973）に鉄神社本殿に合
ごう

祀
し

されたという（鉄神社の説明板には「昭和45年（1970）」とある）。この天満宮があった場所に、昭和56年（1981）に筆塚が建立されたということである。また「鐵天満宮の由来」の下部には「かすゝの（数々の）筆を祀りて梅かほる」の句が記されている。毎年１月の鉄神社の天神祭の折には、筆塚の前で筆供養（筆和め祭）が行われている。・鉄
くろがね

の獅
し

子
し

舞
まい

一人の舞手が頭に獅子頭を頂く「一人立ち獅子舞」が３人で舞う、一人立ち三頭獅子舞。慶長（1596～1614）の頃、上鉄村に疫病が流行したため、屋号「ナガヤ」という旧家の先祖が是政村（東京都府中市）から悪疫退散のために

山倉山第六天王尊2023年筆者撮影

筆塚　2023年筆者撮影
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③鶴見川（谷
本川）の用水

とため池コー
ス｜歩行距離：

約5km

N
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厳選した７つの探訪コースへご案内！
区内を流れる鶴見川水系（早淵川・鶴見川・恩田川）と街道を中心にコースを厳選！
①早淵川源流域の谷戸道コース ②石川・荏田の古道のほとりコース
③鶴見川（谷本川）の用水とため池コース ④市ケ尾周辺の古代遺跡コース
⑤奈良・恩田の史跡コース ⑥田奈界隈の石造物コース
⑦青葉区域の大山街道コース

歴史探訪に必見！基礎知識4テーマも収録！
①青葉の街道や川、②昔の村々、③石造物・④仏像の鑑賞の仕方など、
探訪がより楽しくなるための基礎知識も紹介しています！
｠
販売場所一覧
・青葉区役所１階売店　　　　　　・横浜市歴史博物館ミュージアムショップ
・有隣堂たまプラーザテラス店　　・有隣堂センター南駅店
・市政刊行物・グッズ販売コーナー（横浜市役所３階）
※販売場所によって、販売期間が異なる場合がございます。詳細は青葉区公式ホームページをご参照ください。
　（横浜市歴史博物館での販売は、休館日の都合上、6月4日（火）からとなります。）　
※「現金のみ」でご購入いただけます。あらかじめご了承ください。

・定価：700円（税込み）
・仕様：Ｂ５判フルカラー、本文62ページ
・編集：『よこはま青葉の歴史を歩く
　　　　　～７つの探訪コース～』編集委員会
・発行：横浜市青葉区役所地域振興課

探訪MAPと
解説文イメージ


